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障害に関する施策検討のためのアンケートの結果について 

 

１ 調査概要 

（１）調査目的 

重度障害者（児）の生活実態及び要望等を把握し、「第８期台東区障害福祉計画」策定

のための基礎資料とすることを目的とする。 

 

（２）調査対象 

① 障害者：重症心身障害者、強度行動障害者 

② 障害児：重症心身障害児、医療的ケア児、加算児 

 

（３）調査期間 

① 実態調査同封分：令和７年８月２７日～９月３０日 

② 個 別 調 査 分：令和７年９月２６日～１０月３１日 

 

（４）調査方法 

調査票を郵送し、郵送またはインターネットにより回答いただいた。 

 

（５）回収状況 

調査対象 対象 対象者数（人） 回収数（人） 回収率（％） 

障害者 ① 重症心身障害者 

② 強度行動障害者 

１６１ ９９ ６１．５ 

障害児 ① 重症心身障害児 

② 医療的ケア児 

③ 加算児 

７５ ４３ ５７．３ 

合計  ２３６ １４２ ６０．２ 

 

【回収数の障害別内訳】 

〔障害者〕               〔障害児〕 

身体障害：      ３７人        身体障害：       ４２人 

知的障害：         ７４人        知的障害：       ３５人 

発達障害：     １２人        発達障害：       ２４人 

精神障害：      ４人        精神障害：         ２人 

高次脳機能障害：   ２人        高次脳機能障害：   ２人 

難病（特定疾病）： １５人        難病（特定疾病）：１０人   

合計：      １４４人（※）     合計：     １１５人（※） 

（※）複数回答が可能なため、合計数は回収数を上回っている。 
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２ 調査結果 

別紙のとおり 

 

３ 調査内容まとめ 

（１）障害者調査 

① 将来望む暮らし方 

グループホーム等の共同生活住居が最も多く、入所施設と合わせると約６割となる。

全体の実態調査ではグループホーム等が 4.8%、入所施設が 2.5%である。 

② 今後充実を希望するサービス 

短期入所・緊急一時保護が最も多く、次いで外出手段の支援、３番目に生活介護、グ

ループホームが多い。 

全体の実態調査では、「特にない」が最も多く、次いで外出手段への支援となってお

り、短期入所・緊急一時保護は 11番目である。 

 

  重度の障害がある方ほど、施設の整備、一時的な受け入れ先のニーズが高い。 

 

（２）障害児調査 

① 将来望む暮らし方 

現在の家族が最も多く、次いで入所施設、グループホームと続いており、入所施設と

グループホーム等を合わせると４割以上となっている。 

全体の実態調査では、現在の家族、一人暮らし、新しい家族の順に高い。 

② 今後充実を希望するサービス 

短期入所・緊急一時保護が最も多く、次いで障害児通所支援、３番目に通所先の開所

時間の延長となっている。 

全体の実態調査では、障害児通所支援が最も多く、次いで通所先の開所時間の延長、

就職するための支援と続いている。 

 

将来の暮らしについては、重度の障害がある方ほど、施設等への入所を望む声がある。

通所支援については、全体調査と同様に長時間の利用希望が多く、保護者の就労状況に

伴うニーズが高まっている。 

 

４ 今後の対応  

第８期台東区障害福祉計画策定に合わせ、反映させていく。 


